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【研究成果の概要】 （文 字 の大 きさ 9 ポイ ント ・ 字数 800 字 ～ 1600 字程 度）

 本 研究 の 目的 は，現 在と 過去 の 海底 堆積 物 の分 布や 形 成過 程の 特 徴を 明ら か にす ると と もに ，そ れ

をも とに し た教 材を 開 発す るこ と であ る．こ のた め，現 在の 環境 の 例と して，奄美 大島 西 方沖 海域 を

対象 とし て 海底 堆積 物 分布 の特 徴 を検 討し た ．ま た ，そ れを もと に ，小 学 校理 科の 教材 開 発を 行っ た ．

一方，過去 の環 境の 例 とし て，埼 玉県 秩父 地 域に 分布 す る中 新統 の 地層 を対 象 とし て，堆 積過 程や 堆

積環 境の 特 徴を 検討 す ると とも に ，ジ オパ ー ク教 材開 発 の可 能性 を 検討 した ．

 奄 美大 島 西方 沖海 域 の海 底堆 積 物分 布の 検 討に つい て は，産 業 技 術総 合研 究 所地 質調 査 総合 セン タ

ーに よっ て  2017 年に 実施 され た 調査 航海 で 全  72 地点 から 採取 さ れた 堆積 物 試料 を対 象 とし た． そ

れら のう ち ，砂 質試 料 （ 56 地点 ）に つい て は篩 震と う 機を 用い て 粒度 分析 を 行っ た． ま た， 泥質 試

料（ 8 地 点 ）に つい て は， レー ザ ー回 折式 粒 度分 析装 置 を用 いて 粒 度分 析を 行 うと とも に ，エ ック ス

線回 折装 置 を用 いて ，鉱物 組成 の 定性 分析 を 行っ た ．そ の結 果 ，こ の海 域に は ，浅海 の地 点か ら水 深

が 大で  800 m の地 点の 範囲 ま で， 広く 砂 質堆 積物 が 分布 する こ とが 明ら か とな った ． また ，泥 質

堆積 物は ， 水深  900 m 以深 の奄 美海 盆か ら 第四 奄美 海 丘の 範囲 で 分布 が認 め られ た． 一 般的 に， 砂

質堆 積物 の 分布 範囲 は ，沿岸 －浅 海域 が主 体 であ る ．対 象海 域で は ，近年 の研 究に よっ て ，黒潮 を起

源と する 底 層流 の存 在 が報 告さ れ てい るた め ，その 影響 を受 けた 分 布様 式と 考 えら れる．特に，柱状

堆積 物試 料 が上 方粗 粒 化と 細粒 化 を繰 り返 す こと は，そ のよ うな 底 層流 の流 速 変化 に対 応 する と解 釈

され る．  

こ れら の 検討 結果 を もと に， 小 学校 理科 の 教材 開発 を 行っ た． 第 ６学 年の 「 土地 のつ く りと 変化 」

の単 元の 発 展と 位置 づ けて，海 底 堆積 物試 料 の観 察を も とに 現在 の 海底 面に お ける 堆積 物 分布 の特 徴

を理 解す る こと を主 な 目的 とし た ．教 材は ，地点 ごと の 乾燥 堆積 物 試料 をプ ラ スチ ック ケ ース に入 れ

たも の ，粒 度見 本 ，ワ ーク シー ト から なる ．授業 の流 れ は ，は じめ に既 習事 項 をも とに 現 在の 海域 で

の堆 積物 分 布の 特徴 を 予想 し ，そ の理 由を 話 し合 う ．次 に ，グ ルー プご とに 堆 積物 試料 を 観察 し ，粒

度見 本を も とに 粒度 区 分を 決定 し ，ワ ーク シ ート に結 果 をま とめ る ．そ れら を クラ ス全 体 で共 有し ，

対象 海域 全 体で の堆 積 物分 布の 特 徴を 考え る ．こ れら に つい て， 2018 年  12 月  13 日に 附属 小金 井

小学 校で 授 業実 践を 行 った ．ワ ー クシ ート ，事前 と事 後 に実 施し た アン ケー ト およ び授 業 観察 記録 の

解析 の結 果 ，児童 らが 対象 海域 の 堆積 物分 布 の特 徴を 適 切に 理解 で きた と考 え られ る．ま た，堆 積物

だけ でな く 海流 をは じ めと する 特 徴へ の興 味 関心 が広 が った こと も 認め られ た ．  

 一 方，秩 父地 域の 地 層を 対象 と した 検討 に つい ては ，赤平 川流 域 に分 布す る 小鹿 野町 層（厚 さ  168.1 

m）を 対象 に，粒 度，厚さ ，堆積 構造 ，地層 の積 み重 な り様 式に 注 目し て ，詳 細な 岩相 観 察を 行っ た ．

その 結果 ，泥岩 を主 体 とし て ，タ イプ の異 な る砂 岩層 が 挟在 する こ とが 認め ら れた ．特に ，堆積 構造

や厚 さの 特 徴に 基づ く と ，そ れら は混 濁流 ，ハイ パー ピ クナ ル流 ，水中 土石 流 ，海底 地す べり によ っ

て形 成さ れ たと 考え ら れる．また ，それ らの 層位 学的 分 布の 変化 は ，相対 的海 水準 の変 化 を伴 う堆 積

シス テム の プロ グラ デ ーシ ョン を 反映 する と 考え られ る ．従 来，小 鹿野 町層 の 堆積 環境 と して 深海 域

が考 えら れ てき たが ，本研 究に よ って より 詳 細な 特徴 が 明ら かと な った ．この ため ，本研 究を もと に ，

過去 の深 海 環境 にお け る物 質輸 送 や堆 積環 境 の特 徴を 理 解す るた め の教 材開 発 が可 能と 考 えら れる ．

特に，近年 ，秩父 地域 は日 本ジ オ パー クに 指 定さ れた た め，学 校教 育に 限ら ず 広く 一般 向 けの ジオ パ

ーク 教材 と して 位置 づ ける こと が 重要 と考 え られ る．  
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